
2025年度 授業計画ÿ·ラバスĀ ÷¶イン科/01 

授業科目名 ÷ッµン 

共通 対象学年 ÿ年生 

演習 開講時期 通年 

必修 単位/時間 4 単位 104 時間 

担 当 教 員 

比良 zつみ 

ÿ実務経験内容Ā 

障害者o援施設 美Û÷¶インg導員ÿć年Ā 

ÿ授業の内容と到達目標Ā 

÷ッµン{おけ»知識を知º1÷ッµン力1観察力1計画力を身{付け»2 

成績評価の 

方法・基準 
û席ÿ30%Ā1提û課題(50%)1平常点ÿ20%Ā 

使 用 教 材 zし

回数 内 容 回数 内 容 

11Ā 水張º1鉛筆削º1グラ÷ー·ョン 27128 石膏像ā÷ッµン 

ā1Ă 立方体1球体÷ッµン 29,30 石膏像ā÷ッµン 

ă1Ą 瓶÷ッµン 31,32 石膏像ā÷ッµン 講評 

ą1Ć 手の÷ッµン 33,34 石膏像Ă÷ッµン 

ć110 手の÷ッµン 35,36 石膏像Ă÷ッµン 

11112 モチーフ配置1モチーフ÷ッµン 37,38 石膏像Ă÷ッµン 講評 

13114 モチーフ÷ッµン 39,40 石膏像 5÷ッµン 

15116 モチーフ÷ッµン 41,42 石膏像 5÷ッµン 

17118 石膏像ÿÿラボルøĀ÷ッµン 43,44 石膏像 5÷ッµン 

19120 石膏像ÿÿラボルøĀ÷ッµン 45,46 石膏像 5,6÷ッµン 講評 

21122 石膏像ÿ1Ā÷ッµン 47,48 石膏像 6÷ッµン 

23124 石膏像Ā÷ッµン 49,50 石膏像 6÷ッµン 

25126 石膏像Ā÷ッµン 講評 51,52 石膏像 6÷ッµン 講評 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā ÷¶´ン科/D02 

授業科目名 DTP基礎 

共通 対象学年 Ā年 

演習 開講時期 前期 

必修 単位/時間 3 単位 78 時間 

担当教員

大久保 真一ÿ実務経験あºĀ 

ÿ実務経験内容Ā 

Àùフ³ó¿÷¶´ナーとしての活動経験を²と{指導を行う2 

ÿ授業の内容と到達目標Ā 

÷¶´ン制作のた±の基本²プúÁー·ョン<Illustrator=<Photoshop=の基礎操作や÷識{ついて Mac

を使用して学習す»2 

成績ß価の 

方法・基準 
提出課題ÿ５ÿ％Ā1出席ÿĂÿ％Ā1平常点ÿāÿ％Ā 

使用教材 zし 

回 数 内  容 

1 ºú¸ンöー·ョン  Mac の基本操作 

2~5 Illustrator の基本操作  図形・塗º・線・色の構成 

6~9 Illustrator の基本操作  ²´³ン作成

10~12 Illustrator の基本操作  ペンôーû練習 

13~15 Illustrator の基本操作  øüー¹

16 ö¹µ¹´ン 4原則

17~18 A4 誌面øüー¹ 

19~20 A4 誌面ºú¸ナû÷¶´ン 

21~22 簡単zý´÷¶´ン 

23 w図とèの作º方 

24 文字の細部と加工 

25 フ¹ø·ョóフºの基本操作 1

26 フ¹ø·ョóフºの基本操作 2



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā ÷¶´ン科/D02 

授業科目名 DTP基礎 

共通 対象学年 Ā年 

演習 開講時期 後期 

必修 単位/時間 3 単位 78 時間 

担当教員

大久保 真一ÿ実務経験あºĀ 

ÿ実務経験内容Ā 

Àùフ³ッ¿÷¶´ナーとしての活動経験を²と{指導を行う2 

ÿ授業の内容と到達目標Ā 

÷¶´ン制作のた±の基本²プúÁー·ョン<Illustrator=<Photoshop=の基礎操作や知識{tいて Mac

を使用して学習す»2 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ５ÿ％Ā1出席ÿĂÿ％Ā1平常点ÿāÿ％Ā 

使用教材 zし 

回 数 内  容 

1 フ¹ンø{tいて

2~5 映画ý¹ター÷¶´ン 

6~9 文字の細部と加工 

10~12 ºープン告知チù·÷¶´ン

13~15 雑誌広告÷¶´ン 

16 ý´{tいて

17~18 名前を使sたý´÷¶´ン 

19~20 ¸÷³øú²û÷¶´ン音楽ペー¸

21~22 曲のý¹ター÷¶´ン 

23 ¸÷³øú²û÷¶´ン³ùムペー¸

24 üýーø÷¶´ン

25 ¸÷³øú²û÷¶´ン·ネþペー¸

26 ý´÷¶´ン



2025年度 授業計画ÿ·ùバスĀ ÷¶´ン科/D03 

授業科目名 キャú²÷¶´ン
q通 対象学年 １年 

講義 開講f期 通年 

必修 単位/f間 2 単位 52 f間 

担当教õ  

玉利 {一朗ÿ実務}験あºĀ 

ÿ実務}験内容Ā 

社_科~教õ免許をcち1公立高校w~教諭}験を²x{講義を行う2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

}営管理及び労務管理~基本的事項を学習す»こx{よsv1将来~仕事{zけ»運営管理手法~重要gを
認識させ1企業等~運営{役立たせ»2÷¶´ン業{zいv1適切z接客態度|い{{重要wあ»{を自覚さ
せ»xx²{1消費者対応~基本を学�せ1実践す»能力を身{tけさせ»2 

r績評価~ 

方法・基準 
習熟度試験・プレゼンöー·ョンÿ80％Ā1平常点ÿ20％Ā 

使用教材  

Þ数 内 容 Þ数 内 容 

1 }営|必要xさ¼»理由 ý続|難しい理由 16 
キャú²プùン~重要g 仕事をす»うえw考え»べ
}事 

2 }営x�何{ }営資源x}営計画 17 顧客|求±»価値 価値~実態 

3 }営戦略 }営戦略|目gす²~ 18 顧客満足~実現~た±~·スöĀ 最²重要z価値 

4 業界~概要 þ争~変化 19 価値~[様g 顧客|求±»²~ µービス~範囲 

5 µービスxしv~÷¶´ン{tいv 20 þーÁö³ンÀ þーÁö³ンÀ・ÿッ¿ス

6 資金管理~重要g 収ox損益 21 þーÁö³ンÀ・ÿッ¿ス~短期的要öde

7 _計~考え方 コスøを管理す» 22 þーÁö³ンÀ・ÿッ¿ス~長期的要öde

8 税金{tいv 23 µービス~·スöĀ化

9 人xいう資源x� 人~能力を高±» 24 顧客{tいv~理ë よい接客~た±{ 

10 人をや»気{させ»た±{ 給与 25 接客~実践de 

11 待遇・福利厚生 労働者~権利 26 接客~実践fgh 

12 健康管理~基礎 美容~仕事x健康 

13 
美容業{特徴的z健康課題 美容~作業環境{関す»
健康問題 

14 社_人xしv~責任・従業õxしv~責任 

15 社_保険 公的年金 医療保険 労働保険 



2025年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā ÷¶´ン科/D04 

授業科目名 ビ¸ネ¹¹キû 

共通 対象学年 1年 

講義 開講f期 通年 

必修 単位/f間 2 単位 52 f間 

担当教員  

玉利 太一朗 

ÿ実務経験内容Ā 

社会科~教員免許をcち1公立高校w~教諭経験を²x{講義を行う2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

社会・組~~一員xwv必要不可欠z社会常Ûを理化w1_歩的z仕事を÷理y»た±{必要z知Ûやビ¸ネ
¹þúーを学び1社内外~人x良好z関係を築くた±{求±¹¼»コÿュû±ー·ョン能力を習得y»2

r績評価~ 

方法・ÿ準 
習ÿ度試験・プü¼ンöー·ョンÿ80％Ā1平常ùÿ20％Ā 

使用教材  

回数 内  容 回数 内  容 

1 社会人xwv~自覚 16 挨拶x美wいz辞儀 

2 組~x役割 17 尊m語1丁寧語1�譲語を使い分け» 

3 社会~変化 18 ÷場w~言葉遣い 

4 仕事x目標 19 分{ºやyい話w方x上手zÞき方 

5 �体gx組~運営 20 g示~受け方1報^~仕方 

6 幅広い社会常Û 21 ビ¸ネ¹ç書~書き方x留意ù 

7 日本語~意}_達 22 社内ç書~種類x目的 

8 そ~他~ÿ�用語・ÿ�知Û 23 ビ¸ネ¹ç書~形_x作r~ý´ンø 

9 計数»ン¹を磨く 24 °ラフ~種類x作r~ý´ンø 

10 ビ¸ネ¹{zけ»コÿュû±ー·ョンx� 25 û勤{¹終業f~þúー 

11 意}ÿ通~重要g 26 公私・機密~けx± 

12 ÷場~コÿュû±ー·ョン 

13 コÿュû±ー·ョン向上~ý´ンø

14 第一印象~重要g 

15 好感をcた¼»立ち居振»舞い 



2025 年度 授業計画ÿ·ùð¹Ā ÷¶イン科/D05 

授業科目名 イù¹ø基礎
共通 対象学年 Ā 

演習 開講時期 通年 

必修 単位/時間 4 単位 104 時間 

担当教員

永石 浩幸 

ÿ実務経験内容Ā 

WEB ÷¶イナー1イù¹øüーター1美Û作家xしv~経験~下1指導を行う2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

人物~描}方やñー¹zy~基本的z絵~描}方を学習し1最終的{�ºú¸ナû~イù¹ø作品やキャ
ùクター|制作w}るよう{zるこx|目標2

成績評価~ 

方法・基準 
提û課題ÿ５ÿ％Ā1û席ÿĂÿ％Ā1平常点ÿāÿ％Ā 

�用教材 画材等 

回 数 内  容 

1 ºú¸ンöー·ョン

2〜6 人物~描}方{tいv 

6〜8 ÷フ¹ûメ{tいv 

9〜10 ñー¹{tいv 

11~15 キャùクター制作~方法

16~20 ºú¸ナûキャùクター~制作

21~26 öーマ{沿sたイù¹ø作品制作

27 商業イù¹øüー·ョン{tいv 

28~32 雑誌~挿絵制作 

33~37 文字xイù¹øを組み合わせた作品制作 

38~42 似顔絵付}~名z制作 

43~47 öーマ{沿sたキャùクター制作

48~52 ºú¸ナû~イù¹ø作品制作



2025 ~þ ëm��ÿ·ùð¹ÿ ÷¶´óù/D06 
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2025年度 授業計画ÿ·ラバスĀ デ¶イン科/D07 

授業科目名 動画基礎 

共通 対象学年 1 

演習 開講時期 前期 

必修 単位/時間 1 単位 26 時間 

担当教員 

比良 zつみ 

ÿ実務経験内容Ā 

障害者o援施設 美Û÷ザインg導員ÿ９年Ā 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

アフ¿ー¸フ·クøや映像フ¹ルÀ構成の基礎

ソフøをの基礎|w}るよう{zるこx
成績評価の 

方法・基準 
提û課題ÿ５０％Ā、û席ÿĀ０％Ā、平常点ÿÿ０％Ā 

使用教材 Adobe After Effects 

回数 内  容 

1 講師・生徒自己紹Ï・_社説明 

2 基礎の説明 

3 After Effects基礎 

4 課題制作 

5 After Effects基礎 

6 After Effects基礎 

7 課題制作 

8 After Effects基礎 

9 After Effects ¸フ·クø 

10 課題制作 

11 After Effects ¸フ·クø 

12 After Effects ¸フ·クø 

13 After Effects ¸フ·クø 



2025年度 授業計画ÿ·ラバスĀ デ¶イン科/D07 

授業科目名 動画基礎 

共通 対象学年 1 

演習 開講時期 後期 

必修 単位/時間 1 単位 26 時間 

担当教員 

比良 zつみ 

ÿ実務経験内容Ā 

障害者o援施設 美Û÷ザインg導員ÿ９年Ā 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

アフ¿ー¸フ·クøや映像フ¹ルÀ構成の基礎

ソフøをの基礎|w}るよう{zるこx
成績評価の 

方法・基準 
提û課題ÿ５０％Ā、û席ÿĀ０％Ā、平常点ÿÿ０％Ā 

使用教材 Adobe After Effects 

回数 内  容 

1 After Effects ¸フ·クø 

2 After Effects ¸フ·クø 

3 課題制作 

4 After Effects ¸フ·クø 

5 After Effects ¸フ·クø 

6 After Effects 応用 

7 課題制作 

8 After Effects 応用 

9 After Effects 応用 

10 課題制作 

11 After Effects 応用 

12 After Effects 応用 

13 課題制作 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā ÷¶イン科/D08 

授業科目名 WEB÷¶イン基礎 

共通 対象学年 Ā 

演習 開講時期 通年 

必修 単位/時間 2 単位 52 時間 

担当教員

永石 浩幸 

ÿ実務経験内容Ā 

WEB ÷¶イナー1イù¹øレーター1作家としての経験の下指導を行う 

ÿ授業の内容と到達目標Ā 

WEB ÷¶イン{おける基本的z知識を習得する2Figma と STUDIO の使い方を理ëし1WEB µイøの制
作を行えるよう{zることを目標とする2 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ５ÿ％Ā1出席ÿĂÿ％Ā1平常点ÿāÿ％Ā 

使 用 教 材 PC 

Þ 数 内  容 

1 前期ºúエンöー·ョン 

2 WEB制作{ついての講義と figma の登録 

3~6 figma の使い方 

7~8 figma を用いてバナー制作 

9〜12 Figma を用いてWEBµイøの÷¶イン»ンプ制作 

13 講評 

14 後期ºúエンöー·ョン1STUDIO の登録 

15~17 STUDIO の使い方 

18〜19 Figma を用いてWEBµイøのùフ制作 

20~22 STUDIO を用いてøップペー¸制作 

23~25 STUDIO を用いて下層ペー¸制作 

26 プレゼン 



 

2025 年度 授業計画（シラバス） デザイン科/D09 

授業科目名 アートディレクション 

専門 対象学年 2、3 年 

講義 開講時期 前期 

選択必修 単位/時間 1 単位 26 時間 

担当教員  

堂元 健太郎 

（実務経験内容） 

デザイナー、イラストレーター歴 16 年、アートディレクター歴 11 年。個人事務所立ち上げ 5 年、総合印刷会社に 11 年

勤務。うち教育担当として 5 年、課長として企画課のマネジメント 2 年、クリエイティブ系新卒採用担当 2 年。 

（授業の内容と到達目標） 

【授業内容】アートディレクションの基礎とプランニングからデザインまでの一連の流れの理解、実践。 

【到達目標】アートディレクションの基礎からデザインへのつながりを理解し、対象の理解、分析、解決まで

を一連の流れとしてとらえ、自己でアウトプット（デザイン）までたどり着く。 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題（５０％）、出席（３０％）、平常点（２０％） 

使用教材  mac、Adobe アプリケーション 

回 数 内  容 

1 
年間を通しての授業の流れのオリエン、アートディレクションの基礎のおさらい、 

第 1 課題のオリエン 

2 第 1 課題の実践：プランニング① 

3 第 1 課題の実践：プランニング②、ラフ制作 

4 第 1 課題の実践：デザイン①初校 

5 第 1 課題の実践：デザイン②2 校 

6 第 1 課題の実践：広告プランニング① 

7 第 1 課題の実践：広告プランニング②、ラフ制作 

8 第 1 課題の実践：フォトグラフィー授業との連携（撮影）① 

9 第 1 課題の実践：フォトグラフィー授業との連携（撮影）②、プレゼン資料の作成法① 

10 第 1 課題の実践：広告デザイン実践①初校、プレゼン資料の作成①初校 

11 第 1 課題の実践：広告デザイン実践②2 校、プレゼン資料の作成②2 校 

12 第 1 課題のプレゼン 

13 第 1 課題の講評 



2025 年度 授業計画（シラバス） デザイン科/D09 

授業科目名 アートディレクション

専門 対象学年 2、3年 

講義 開講時期 後期

選択必修 単位/時間 1 単位 26 時間 

担当教員

堂元 健太郎

（実務経験内容）

デザイナー、イラストレーター歴 16 年、アートディレクター歴 11 年。個人事務所立ち上げ 5 年、総合印刷会社

に 11 年勤務。うち教育担当として 5 年、課長として企画課のマネジメント 2 年、クリエイティブ系新卒採用担当

2 年。

（授業の内容と到達目標）

【授業内容】グループワークでのアートディレクションからデザインまでの実践とプレゼン。

【到達目標】グループワークを通し、協働するうえでの各々の役割の理解と協調性、責任感を持ち、仮想

クライアントへプレゼンを行うことで、各々の現時点での実力を把握、自己課題を再認識する。

成績評価の

方法・基準
提出課題（５０％）、出席（３０％）、平常点（２０％）

使用教材 mac、Adobeアプリケーション 

回 数 内  容

1 第 2課題：グループワークのグループ決め、オリエン、ヒアリング内容のブレスト 

2 第 2課題の実践：ヒアリング 

3 第 2課題の実践：グループ内の役割決め、ヒアリングを受けてのブレスト① 

4 第 2課題の実践：ヒアリングを受けてのブレスト②、方向性の検討 

5 第 2課題の実践：方向性のブレスト① 

6 第 2課題の実践：方向性のブレスト②、方向性の決定 

7 第 2課題の実践：ラフ提出 

8 第 2課題の実践：デザインラフ提出 

9 第 2課題の実践：初校確認 

10 第 2課題の実践：2校確認、プレゼン資料初校確認 

11 第 2課題の実践：最終校確認、プレゼン資料 2校確認 

12 第 2課題のプレゼン 

13 第 2課題の講評 



2025年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā ÷¶´ン科/D10 

授業科目名 フ¹ø°ラフ³
専門 対í学年 2.3 年 

演習 開講時期 前期 

選択必修 単位/時� 1 単位 26 時� 

担当教員

南 修一郎 

ÿ実務経験内容Ā 

»メラマンxwvメ÷³²zyw活躍w1自身~フ¹ø¹タ¸ºを経営y»zy~経験を²x{授業を行う2

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

写真~様々z場面w~役割を考え» 

撮影~基本{¹応用~w~技法 

成績ß価~ 

方法・基準 
提出課題ÿ５０％Ā1出席ÿĀ０％Ā1平~点ÿÿ０％Ā 

使用教材 学校所有~»メラ・照明機材zy�こち¹w用意y» 

回 数 内  容 

1 自己紹介 

2 写真~役割{ついv様々z角度{¹考えv�» 

3 写真~役割{ついv様々z角度{¹考えv�» 

4 実際{撮影を行うÿ自然光{ついvĀ 

5 実際{撮影を行うÿ自然光{ついvĀ 

6 実際{撮影を行うÿüンº{ついvĀ 

7 実際{撮影を行うÿüンº{ついvĀ 

8 実際{撮影を行うÿ照明機材を使用wた»ッø撮影Ā 

9 実際{撮影を行うÿ照明機材を使用wた»ッø撮影Ā 

10 実際{撮影を行うÿ照明機材を使用wた»ッø撮影Ā 

11 ý±ー·ョン撮影ÿ自然光やüフを使用wvĀ

12 ý±ー·ョン撮影ÿ自然光やüフを使用wvĀ

13 ý±ー·ョン撮影ÿ自然光やüフを使用wvĀ



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā ÷¶´ン科/D10 

授業科目名 フ¹ø°ラフ³
専門 対í学年 2.3 年 

演習 開講時期 後期 

選択必修 単位/時� 1 単位 26 時� 

担 当 教 員  

南 修一郎 

ÿ実務経験内容Ā 

MINAMI PHOTO STUDIO ~代è2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

●自分たち~作品{対y»思いや考えを説明wたº1互い~è現~良さをÕÞwたºwv1作者~心åや
è現~工夫を味わうこx(ÕÞ~能力) 

●作品{�主題xz»タ´øûを設けさせ1制作者xwv~狙いや意図を明確{wz|¹1è現y»喜び
を感xv²¹う 

●実際~制作現場{近い内容w撮影{¹÷¶´ン~w計画を立v»

成績ß価~ 

方法・基準 
提出課題ÿ５０％Ā1出席ÿĀ０％Ā1平~点ÿÿ０％Ā 

使 用 教 材  

回 数 内  容 

1 色々z仕事例や作品zyをÕÞy» 

2 色々z仕事例や作品zyをÕÞy» 

3 öーマを決±»ÿ堂本先生zyx一緒{Ā

4 öーマを決±»ÿ堂本先生zyx一緒{Ā

5 öーマを決±»ÿ堂本先生zyx一緒{Ā

6 撮影を行う 

7 撮影を行う 

8 撮影を行う 

9 撮影を行う 

10 撮影を行う 

11 発è 

12 発è 

13 発è 



2025年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā ÷¶´ン科/D11 

授業科目名 ÷¸タû´ù¹ø 

専門 対象学年 Ā・ā年 

講義 開講時期 通年 

選択必修 単位/時間 4 単位 104 時間 

担当教員  

比良zつみ 

ÿß務経験内容Ā 

÷¶´ン科専任教員2福祉施設w介護福祉ûxwv９年間勤務2 

´ù¹øüー·ョンを S N Sw発信w活動22024年{f像制作技Ûを習得w1M V作品を作成2

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

÷¸タûôーûの基礎を習得w1効率的z制作¹キûを身{つq»2 

個々のüベû{応xた´ù¹øè現の向上を図»2 

S N Sや1コンö¹ø応募1ポーøõ¹úºを意識た作品作ºを行う2 

成績ß価の 

方法・基準 
û席率 40％ 課題 35％ 授業態度 25％ 

使用教材  Clip Studio Paint 

Þ数 内  容 Þ数 内  容 

1 ¹キûチ·ó¿1目標設定 14 前期の復習x後期の目標設定 

2 ÷¸タûôーûの基本操作 15 ùõ・構図の強化

3 線画の描き方 16 キóù¿ター´ù¹øのöùó·ュ²ó÷

4 塗ºの基本 17 背景の描き込み(応用) 

5 光x�の理ë 18 ù´ö³ンÀx¸õ·¿ø

6 色彩理論x配色のコô 19 ºú¸úû作品の制作開Û(ùõ・構成)

7 背景の基礎 20 キóù・背景の仕上r

8 人体の基本ÿ÷óµン練習Ā 21 商業´ù¹øを意識wた描き方 

9 キóù¿ター÷¶´ンの基礎 22 SNS÷ýòー·ョンxöùン÷³ンÀ 

10 öù·・î感è現の応用 23 個別課題制作ÿ前半Ā 

11 SNS{投稿y»ための作品制作ÿ前半Ā 24 個別課題制作ÿ後半Ā 

12 SNS{投稿y»ための作品制作ÿ後半Ā 25 最終作品制作・仕上r 

13 講ß1õ³ーùバó¿ 26 最終講ß1õ³ーùバó¿1ÿ年間の振º返º 



2025 年度 授業計画ÿ·ùð¹Ā ÷¶´ン科/D12 

授業科目名 Àùõ³ッ¿÷¶´ン 

専門 対象学年 2・3年 

演習 開講時期 通年 

選択必修 単位/時間 4 単位 104 時間 

担当教員

大久保 真一ÿ実務経験あºĀ 

ÿ実務経験内容Ā 

Àùõ³ッ¿÷¶´ナーxしv÷¶´ン事務所w勤務した経験をもx{指導を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

_わ»÷¶´ンを制作す»2Illustrator1Photoshop xいsた÷¶´ン½õøや1²ナýÀ技法を使い1様々zè現方
法を身{tけ1応用す»2 

成績ß価の 

方法・基準 
提出課題ÿ５０％Ā1出席ÿĀ０％Ā1平常ùÿÿ０％Ā 

使用教材 zし 

回数 内  容 回数 内  容 

1〜7 
Àùõ³ッ¿÷¶´ン{tいv作業環境
等 

40〜46 新聞広告制作 

8~14 ýゴの考え方 47~53 不動産チù·制作 

15~21 会社ýゴ÷¶´ン 54~60 映画ý¹ター制作 

22~28 ñッÁー¸÷¶´ン 61~67 音楽ý¹ター制作 

29~25 カõェのúーõüッø作成の取材 68~74 öーþごx{ A5の小冊子を制作

26~32 úーõüッø÷¶´ン 75~103 öùン÷³ンÀ 

33~39 úーõüッø÷¶´ン 104 öùン÷³ンÀ÷ü¼ン 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā Àローバûビ¸ネ¹科/G12 

授業科目名 選択Ⅱÿ·û¿¹¿úーンĀ 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 後期 

選択必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

大久保真一 

ÿ実務経験内容Ā 

Àùフ³ッ¿÷¶´ナーxしvの活動経験をもxに指導を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

·û¿¹¿úーンの仕組みを理ëし1全vを手作業w行い1オú¸ナûの作品を仕上げ2 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ50％Ā1出席ÿ30％Ā1平常点ÿ20％Ā 

使 用 教 材   

Þ 数 内  容 

1～2 ·û¿¹¿úーンについvの説明 

3～10 木材w枠制作 

11～14 ¹¿úーン張り 

15～20 オú¸ナû÷¶´ン 

21～26 感光乳剤を¹¿úーン塗布 

27～32 乾燥～露光～洗い 

33～36 プúンø作業 

37～40 プúンø作業 

41～44 プúンø作業 

45～48 作品発表ÿプレゼンテーションĀ 
 



2025 年度 授業計画ÿ·ùĀ¹Ā ÀýーĀûビ¸ネ¹科/G12 

授業科目名 選択Ⅱÿÿンùメ´ùĀ 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 後期 

選択必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

水本 圭 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿンùメ´ù作家xしv~経験²もxに講義²行う2 

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

ビーºや}³y²使用しv²¿»サúー制作²行う2販売wき»üベû~技Û・販売力²育成す» 

成績評価~ 

方法・基準 
提û課題ÿ50％Ā1û席ÿ30％Ā1平常点ÿ20％Ā 

使 用 教 材   

回 数 内  容 

1～2 ÿンùメ´ù入門 

3～6 ビーº類~²¿»サúー作º 

7～10 自主制作d 

11～16 }³y~²¿»サúー作º 

17～20 自主制作e 

21～26 タÀ²作»1値段²つけ» 

27～30 自主制作f 

31～34 ÷³¹プü´´メー¸²考え» 

35～38 自主制作g 

39～44 プü¼ンø商品~制作 

45～48 作品紹介ÿプü¼ンöー·ョンĀ 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā Àローバルビ¸ネ¹科/G12 

授業科目名 選択Ⅱÿ動画Ā 

 対象学年 1 年 

講義 開講時期 後期 

選択必修 単位/時間 2 単位 48 時間 

担 当 教 員  

HEIYA 枦川・栫井・中村 

ÿ実務経験内容Ā 

weddingmovie・MV・CM・企業 PRmovie 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

アフ¿ー¸フ·¿トや映像フ¹ルÀ構成の基礎1ソフトの基礎|w}るよう{zる2 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ50％Ā1出席ÿ30％Ā1平常点ÿ20％Ā 

使 用 教 材  Adobe After Effects 

回 数 内  容 

1～2 基礎の説明 

3～6 After Effects 基礎 

7～10 課題制作d 

11～16 After Effects 基礎 

17～20 After Effects 基礎 

21～26 課題制作e 

27～30 After Effects 基礎 

31～34 After Effects ¸フ·¿ト 

35～38 課題制作f 

39～46 After Effects ¸フ·¿ト 

47・48 まxめ 

 



2025 ~þ ëm��ÿ·ùð¹ÿ ÷¶´óù/D13 

ëmùo] Web µ´øv_ 

^¯ ÿí�~ 2 ~/3 ~ 

演習 ��f� _� 

øþßï [O/f� 2 [O 52 f� 

ç _ } õ

î óóÿ²º u�~ºÿ 

ÿßÛ}�Õûÿ 

2002 ~<2010 ~ 9 o~w Web µ´øv__�wöÛ2 

2010 ~<ÿ�~w õúüùó¹~ Web µ´øv_�xwv�×2 

2015 ~{¹¿Z�Wÿû÷¶´ó^¯�i Web ÷¶´ó³ü¹~¯~ö��2 

×þ{<HTML5 þü¿²ó÷/¯=1<HTML5 & CSS3 ý±óøúõ±üó¹=|r»2 

ÿëm~ÕûxrÔo{ÿ 

ëmÕûÿ}ùþw HTML/CSS/JavaScript ²vëw1÷¶´óg~¿tûüðúü¸v_²�ÿw~y 

rÔo{ÿ}ùþw_sv Web µ´ø²²üó¸wv¯V~ Web µ´ø²_¼»¸v{z» 

r~ßï~ 

oýûÿþ 
óûºÜÿÿÿÿÿ1û�ÿÿÿÿÿ1�~ùÿÿÿÿÿ 

� o } w 

<HTMLûCSS=x<JavaScript={¹}¼~¼ 1 Ûztü/y»ÿ}w²ÿ/þ}w² OKÿ 

HTMLûCSSÿÿ�²�s�tÿ¹ù¹ù¿{» HTML&CSS ~}{³ � 3 z 

¹öó÷²ó÷w�tÿ}ùþw�}xv�¼zt HTML&CSS

JavaScriptÿ1 Ûwyyv¿{t� JavaScript /¯�ÿ 

Þ u Õ  û 

1 ºú¸óöüúó°û»óø²ó÷

2 HTMLÿCSSÿrx~zþtv�»1JavaScriptÿ·ó÷ûz²÷ú²_sv�» 

3 HTMLûCSSÿ}ùþ<Chapter01<03=1JavaScriptÿ}ùþ<CHAPTER 1, CHAPTER 2= 

4 HTMLûCSSÿ}ùþ<Chapter04=1JavaScriptÿ}ùþ<CHAPTER 3= 

5 HTMLûCSSÿ}ùþ<Chapter05=1JavaScriptÿ}ùþ<CHAPTER 3= 

6 HTMLûCSSÿ}ùþ<Chapter06=1JavaScriptÿ}ùþ<CHAPTER 4= 

7 HTMLûCSSÿ}ùþ<Chapter07=1JavaScriptÿ}ùþ<CHAPTER 4= 

8 HTMLûCSSÿ}ùþ<Chapter08=1JavaScriptÿ}ùþ<CHAPTER 5= 

9 HTMLûCSSÿ}ùþ<Chapter09=1JavaScriptÿ}ùþ<CHAPTER 5= 

10 HTMLûCSSÿ}ùþ<Chapter10=1JavaScriptÿ}ùþ<CHAPTER 6= 

11 HTMLûCSSÿ}ùþ<Chapter11=1JavaScriptÿ}ùþ<CHAPTER 6= 

12 HTMLûCSSÿ}ùþ<Chapter12=1JavaScriptÿ}ùþ<CHAPTER 7= 

13 }ùþ²²üó¸wvµ´øû÷¶´óv_ 

https://www.amazon.co.jp/gp/product/4815611653/
https://www.amazon.co.jp/gp/product/429712193X/
https://www.amazon.co.jp/gp/product/4815615756/


2025 ~þ ëm��ÿ·ùð¹ÿ ÷¶´óù/D13 

ëmùo] Web µ´øv_ 

^¯ ÿí�~ 2 ~/3 ~ 

演習 ��f� ß� 

øþßï [O/f� 2 [O 52 f� 

ç _ } õ

î óóÿ²º u�~ºÿ 

ÿßÛ}�Õûÿ 

2002 ~<2010 ~ 9 o~w Web µ´øv__�wöÛ2 

2010 ~<ÿ�~w õúüùó¹~ Web µ´øv_�xwv�×2 

2015 ~{¹¿Z�Wÿû÷¶´ó^¯�i Web ÷¶´ó³ü¹~¯~ö��2 

×þ{<HTML5 þü¿²ó÷/¯=1<HTML5 & CSS3 ý±óøúõ±üó¹=|r»2 

ÿëm~ÕûxrÔo{ÿ 

ëmÕûÿ_�{�³psx²�sv1¯¹�xv_Õv_²w~yÿ_�~}ùþw�ÿ²ÿÿ 

rÔo{ÿHTML/CSS/JavaScript ²�t1öü¶óúö³~¿t Web µ´øv_|w}»¸v{z» 

r~ßï~ 

oýûÿþ 
óûºÜÿÿÿÿÿ1û�ÿÿÿÿÿ1�~ùÿÿÿÿÿ 

� o } w {{zw 

Þ u Õ  û 

1 ºú¸óöü·÷ó

2 Web µ´øv_ôüû~t½t½ 

3 ¯uzµ´øv_ÿ²´÷²ûwÿ 

4 ¯uzµ´øv_ÿ²´÷²ûwÿ 

5 ¯uzµ´øv_ÿµ´ø¯�ÿ 

6 ¯uzµ´øv_ÿúü¸¯�ÿ 

7 ¯uzµ´øv_ÿúü¸¯�ÿ 

8 ¯uzµ´øv_ÿ÷¶´óÿ 

9 ¯uzµ´øv_ÿ÷¶´óÿ 

10 ¯uzµ´øv_ÿ÷¶´óÿ 

11 ¯uzµ´øv_ÿv_ÿ 

12 ¯uzµ´øv_ÿv_ÿ 

13 ¯uzµ´øv_ÿv_ÿ 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā ÷¶´ン科/D14 

授業科目名 Web }材 

専門 対象学年 2・3年 

演習 開講時期 通年 

選択必修 単位/時間 2 単位 52 時間 

担当教員

大久保 真一ÿ実務経験あºĀ 

ÿ実務経験内容Ā 

Àùõ³ッ¿÷¶´úーxしvの活動経験を²x{指導を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

Illustrator1Photoshop1FIGMA 等の÷¶´ンソõøを使い1Web µ´ø{おけ»様々z}材を制作す»2 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿĂ０％Ā1出席ÿĀ０％Ā1平常点ÿÿ０％Ā 

使用教材 zし 

回数 内  容 回数 内  容 

1~3 

ºú¸ンöー·ョン
Twitter1Instagram のøッÀー・²´コン
制作 

14 自己紹介1授業の進±方等2 

ā~5 
Twitter 用の GIF ²ûñwûーüッøを制
作 

15~17 
LP 制作 

ùン÷³ンÀúー¸の÷¶´ン制作

ă 
Photoshop wの広告バúーを作成ÿ¹¿¸
²µ´ºĀ

18 
¿öüッø1¹マーøõ¹ン{適した÷¶
´ン制作

Ą 
Photoshop wの広告バúーを作成ÿ縦長・
横長µ´ºĀ 

19~20 Web úー¸をøー¿ûw÷¶´ンす» 

ą バúーのµ´ºを変え1úµ´ºをす»2 21 
ワ´ヤーõüーð
骨}みを作»骨}みを作» 

Ć~10 
øッ÷úー¸¹ù´ù
´ùンøの¹ù´ù制作

22~24 
÷¶´ン装飾 

ワ´ヤーõüーðを元{úー¸を作成

11~12 ûーðúー¸のøッ÷úー¸の制作 25 
Web 運用 

実際{コー÷³ンÀし1}み立v» 

13 
ö¹ø
Web }材{関す»ö¹ø 

26 ö¹ø Web }材{関す»ö¹ø



2025年度 授業計画ÿ·ùバスĀ ÷¶´ン科/D15 

授業科目名 キャù¿ター制作
専門 対象学年 Ā1ā年生 

演習 開講時期 通年 

選択必修 単位/時間 4 単位 104 時間 

担 当 教 員 

比良 zつみ 

ÿ実務経験内容Ā 

障害者o援施設 美Û÷¶´ンg導員ÿ９年Ā 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

コンöスø応募1学園祭wの商品販売{向けv制作意識を高める2

r績評価の 

方法・基準 
û席ÿ30%Ā1提û課題(50%)1平常ùÿ20%Ā 

使 用 教 材 PC1ペンタöレッø1画材

回数 内 容 回数 内 容 

1 コンöスøÿ応募1学園祭の説明2ùõ制作2 14 コンöスøĀ応募説明2ùõ制作2

2 ùõÿ制作2 15 ùõÿ制作2

3 ùõÿ制作2 16 ùõÿ制作2

4 ùõÿチェッ¿2方向gミーö³ンÀ2 17 ùõÿチェッ¿2方向gミーö³ンÀ2

5 ùõĀ制作2 18 ùõĀ制作2

6 ùõĀチェッ¿2方向gミーö³ンÀ2 19 ùõĀチェッ¿2方向gミーö³ンÀ2

7 着彩 20 講評 

8 着彩 21 卒業展宣_スøーúー用´ùスø作r 

9 着彩 22 着彩 

10 着彩状況チェッ¿2方向gミーö³ンÀ2 23 着彩状況チェッ¿2方向gミーö³ンÀ2 

11 着彩 24 着彩 

12 着彩 25 着彩 

13 講評 26 講評 



2025年度 授業計画ÿ·ùバスĀ ÷¶イン科/D16 

授業科目名 イùスøレー·ョン
専門 対象学年 2・3年生 

演習 開講時期 前期 

選択必修 単位/時間 1 単位 26 f間 

担当教員 

上坂元 均 

ÿ実務経験内容Ā 

õúーùンス・イùストレーター

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

自己分析w自身の世界観構築x作品を通しv他者に思いを_える方法を一緒に見出し 

生徒一人一人|cっvいる創作意欲を伸ばしvい}たい2 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ５０％Ā1出席ÿĀ０％Ā1平常ùÿÿ０％Ā 

使用教材 タöレット・モニター・ＰＣ・画材

回数 内  容 

1 自己紹介・z仕事紹介・オúエンöー·ョン 

2 課題制作 自画像 

3 課題講評 

4 課題制作 直方体{ら連想する 

5 課題講評 

6 課題制作 近所の風景をイùスø化 

7 課題講評 

8 課題制作 自分の個展の DM 

9 課題講評 

10 課題制作 自由課題 

11 課題講評 

12 課題制作 自由課題 

13 課題講評・前期総評 



2025年度 授業計画ÿ·ラĀスĀ ÷¶´ン科/D16 

授業科目名 ´ラスøüー·ョン
専門 対象学年 2・3年生 

講義 開講時期 後期 

選択必修 単位/時間 1 単位 26 f間 

担当教員 

上坂元 均 

ÿ実務経験内容Ā 

õúーùンス・イùストレーター

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

自己分析w自身の世界観構築x作品を通しv他者に思いを_える方法を一緒に見出し 

生徒一人一人|cっvいる創作意欲を伸ばしvい}たい2 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ５０％Ā1出席ÿĀ０％Ā1平常ùÿÿ０％Ā 

使用教材 タöレット・モニター・ＰＣ・画材

回数 内  容 

1 課題制作 自画像 

2 課題制作 好きな音楽ヒーýーと悪役 

3 課題講評 

4 課題制作 住みたい家 

5 課題講評 

6 課題制作 好きな音楽 

7 課題講評 

8 課題制作 好きな映画 

9 課題講評 

10 課題制作 ÿýウ³ン 

11 課題講評 

12 課題制作 自由課題 

13 課題講評・前期総評 



2025 年度 授業計画（シラバス） デザイン科/D17 

授業科目名 コピーライティング

専門 対象学年 2,3 年生 

演習 開講時期 前期

選択必修 単位/時間 1 単位 26 時間 

担当教員 中野 由貴

（授業の内容と到達目標）①広告制作におけるコピーライティングの目的と役割を理解し、論理的な文章表現を学ぶ。②地域情報
誌の企画立案・取材・制作を通じ、実践的な仕事の手法を学ぶ。③制作を通じ、自分の特技や個性ととも
に、仲間の特技や長所を発見し、チームによるものづくりの意義を体験する。

成績評価の

方法・基準
提出課題（５０％）、出席（３０％）、平常点（２０％）

使用教材

回 数 内  容

1 コピーライティングとは（コピーの役割・目的・タイプ、代表的コピー紹介）

2 コピーライティングとは（クリエイティブの中のコピーの立ち位置、コピーのジャンル）

3 コピーを作ろう① 趣旨・手順紹介、グループ編成（1名または 2 名一組）

4 コピーを作ろう② グループワーク（互いの人物像を取材撮影、特徴を捉える）

5 コピーを作ろう③ グループワーク（キャッチコピー作成）

6 コピーを作ろう④ グループワーク（キャッチ・ボディコピー作成）

7 コピーを作ろう⑤ グループワーク（デザイン作成）

8 コピーを作ろう⑥ グループワーク（デザイン作成）

9 コピーを作ろう⑦ 発表

10 地域情報誌を作ろう ① 趣旨・手順紹介、グループ編成（1名または 2名一組） 

11 地域情報誌を作ろう ② グループワーク（企画、リサーチ） 

12 地域情報誌を作ろう ③ グループワーク（企画、リサーチ） 

13 地域情報誌を作ろう ④ 経過報告・発表 



2025 年度 授業計画（シラバス） デザイン科/D17 

授業科目名 コピーライティング 

専門 対象学年 2,3 年生 

講義 開講時期 後期 

選択必修 単位/時間 1 単位 26 時間 

担当教員  中野 由貴 

（授業の内容と到達目標） ①広告制作におけるコピーライティングの目的と役割を理解し、論理的な文章表現を学ぶ。②地域情報
誌の企画立案・取材・制作を通じ、実践的な仕事の手法を学ぶ。③制作を通じ、自分の特技や個性ととも
に、仲間の特技や長所を発見し、チームによるものづくりの意義を体験する。 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題（５０％）、出席（３０％）、平常点（２０％） 

使用教材   

回 数 内  容 

1 地域情報誌を作ろう ⑤ グループワーク（取材、リサーチ） 

2 地域情報誌を作ろう ⑥ グループワーク（取材、リサーチ） 

3 地域情報誌を作ろう ⑦ グループワーク（原稿制作） 

4 地域情報誌を作ろう ⑧ グループワーク（原稿・デザイン制作） 

5 地域情報誌を作ろう ⑨ グループワーク（デザイン制作） 

6 地域情報誌を作ろう ⑩ 発表 

7 広告を作ろう① 地域情報誌で取材した場所の広告を作る（ポスター想定）企画立案 

8 広告を作ろう② キャッチ・ボディコピー作成、デザイン・構成案作成 

9 広告を作ろう③ 制作 

10 広告を作ろう④ 制作 

11 広告を作ろう⑤ 制作 

12 広告を作ろう⑥ 制作 

13 発表 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバスĀ ÷¶イン科/D1ÿ 

授業科目名 イùスø技法論
専門 対象学年 21Ă年 

演習 開講時期 通年 

選択必修 単位/時間 2 単位 52 時間 

担当教員

永石 浩幸 

ÿ実務経験内容Ā 

WEB ÷¶イナー1イùスøüーター1作家xしvの経験の下指導を行う 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

紙媒体1WEB1様々z状況wのイùスøの可能gを課題制作を通しv学習し1イùスøの技Ûの向上を目
標xする2 

r績評価の 

方法・基準 
提û課題ÿ５ÿ％Ā1û席ÿĂÿ％Ā1平常点ÿāÿ％Ā 

使用教材 画材zy 

回 数 内  容 

1 ºú¸ンöー·ョン

2〜4 文字x組み合わせるイùスøüー·ョンd 

5〜7 雑誌の挿絵を想定したイùスø制作 

ÿ マップ制作Ā

9〜11 マップ制作ā

12~13 マップ制作Ă

14 後期ºú¸ンöー·ョン 

15〜17 文字x組み合わせるイùスøüー·ョンe 

1ÿ~19 òチーフを÷フ¹ûñしたイùスø

20~21 連作の人物イùスø 

22~23 アナýグイùスø

24~25 スøーúーのある作品制作

26 総評 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā ÷¶´ン科/D19 

授業科目名 ·û¿¹¿úーンÿ選択授業ĀĀ 

専門 対象学年 2・3年 

講義 開講時期 前期 

選択必修 単位/時間 2 単位 52 時間 

担当教員  

大久保真一 

ÿ実務経験内容Ā 

Àùフ³ッ¿÷¶´ナーxしvの活動経験をもx{指導を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

·û¿¹¿úーンの仕組みを理ëし1全vを手作業w行い1オú¸ナûの作品を仕上げ 

学園祭w販売2 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ５ÿ％Ā1出席ÿĂÿ％Ā1平常点ÿāÿ％Ā 

使用教材  zし 

Þ 数 内  容 

1 ·û¿¹¿úーン{ついvの説明 

2 木材w枠制作 

3 ¹¿úーン張り 

4~5 オú¸ナû÷¶´ン 

6 感光乳剤を¹¿úーン塗布 

7~8 乾燥〜露光〜洗い 

9~10 プúンø作業 

11~12 プúンø作業 

13 プúンø作業 

 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā ÷¶´ン科/D19 

授科目名 ·û¿¹¿úーン(選択授業Ā)
専門 対象学年 2・3年 

講義 開講時期 後期 

選択必修 単位/時間 2 単位 52 時間 

担当教員

大久保真一 

ÿ実務経験内容Ā 

Àùフ³ッ¿÷¶´ナーxしvの活動経験をもx{指導を行う2 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

·û¿¹¿úーンの仕組みを理ëし1全vを手作業w行い1オú¸ナûの作品を仕上げ
赤塚展w使用す»印刷物を仕上げ»2 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ５ÿ％Ā1出席ÿĂÿ％Ā1平常点ÿāÿ％Ā 

使用教材 zし 

Þ 数 内  容 

1 多色刷ºの仕組み説明 

2 木材w枠制作 

3 ¹¿úーン張º

4~5 オú¸ナû÷¶´ン

6 感光乳剤を¹¿úーン塗布 

7~8 乾燥〜露光〜洗い 

9~10 紙等{プúンø作業 

11~12 紙等{プúンø作業 

13 紙等{プúンø作業 



2025年度 授業計画ÿ·ùĀ¹Ā ÷¶´ン科/D19 

授業科目名 ÿンùメ´ùÿ選択授業 1Ā
専門 対象学年 ÿ年/Ā年 

演習 開講時期 通年 

選択必修 単位/時間 4 単位 104 時間 

担当教員  

水本 圭ÿ実務経験あºĀ 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿンùメ´ù作家xしv~経験²もxに講義²行う2

ÿ授業~内容x到達目標Ā 

ビーºや}³y²使用しv²¿»µúー制作²行う2販売wき»üベû~技Û・販売力²育成す» 

成績評価~ 

方法・基準 
提û課題ÿ50％Ā1û席ÿ30％Ā1平常点ÿ20％Ā 

使用教材  

回数 内 容 回数 内 容 

1 ¹Á¸ューû確認 16 自由制作 

2 ÿンùメ´ù入門 17 タÀ²作»1値段²つけ»

3 ビーº類~²¿»µúー作º 18 タÀ²作»1値段²つけ»

4 ビーº類~²¿»µúー作º 19 タÀ²作»1値段²つけ»

5 ビーº類~²¿»µúー作º 20 タÀ²作»1値段²つけ»

6 ビーº類~²¿»µúー作º 21 ÷³¹プü´´メー¸²考え» 

7 }³y~²¿»µúー作º 22 ÷³¹プü´´メー¸²考え» 

8 }³y~²¿»µúー作º 23 ÷³¹プü´´メー¸²考え» 

9 }³y~²¿»µúー作º 24 プü¼ンø商品~制作 

10 }³y~²¿»µúー作º 25 プü¼ンø商品~制作 

11 }³y~²¿»µúー作º 26 プü¼ンø商品~制作 

12 }³y~²¿»µúー作º 

13 自由制作 

14 自由制作 

15 自由制作 



2025 年度 授業計画（シラバス） デザイン科/D19 

授業科目名 動画(選択授業１) 

専門 対象学年 2,3年 

演習 開講時期 前期

選択必修 単位/時間 2 単位 52 時間 

担当教員

暁 将伍

（実務経験内容）

映像制作の企画立案から制作までを行う。

（授業の内容と到達目標）
映像の企画・コンセプトの考え方から、コンテンツ制作までを行う。多種多様な映像が溢れている中で、それぞれ

のメディアに合わせたコンテンツの考え方、表現方法を学び、イメージしているものを映像として表現する力を養

う。コンセプトの作り方、企画の精度を上げるテクニックを学び、これからの時代に即した、映像表現の力を付けて

いく。

成績評価の

方法・基準
提出課題（５０％）、出席（３０％）、平常点（２０％）

使用教材

回 数 内  容

1 オリエン（授業の目的、進め方について）

2 表現の目的について

3 コンセプトメイキング（グループワークショップ）

4 絵コンテの書き方、考え方①映像を分解する 

5 絵コンテの書き方、考え方②描いてみる 

6 個人 映像制作① 

7 個人 映像制作② 

8 個人 映像制作③ 

9 グループ 学校紹介動画制作①企画コンセプト設計 

10 グループ 学校紹介動画制作②絵コンテ制作 

11 グループ 学校紹介動画制作③制作 

12 グループ 学校紹介動画制作③編集 

13 グループ 学校紹介動画制作④完成 



2025 年度 授業計画（シラバス） デザイン科/D19 

授業科目名 動画（選択授業１）

専門 対象学年   2,3年 

演習 開講時期 後期

選択必修 単位/時間 2 単位 52 時間 

担当教員

暁 将伍 

（実務経験内容）

映像制作の企画立案から制作までを行う。

（授業の内容と到達目標）
映像の企画・コンセプトの考え方から、コンテンツ制作までを行う。多種多様な映像が溢れている中で、それぞれ

のメディアに合わせたコンテンツの考え方、表現方法を学び、イメージしているものを映像として表現する力を養

う。コンセプトの作り方、企画の精度を上げるテクニックを学び、これからの時代に即した、映像表現の力を付けて

いく。

成績評価の

方法・基準
提出課題（５０％）、出席（３０％）、平常点（２０％）

使用教材

回 数 内  容

1 映像制作（チーム編成をし、テーマ発表）

2 映像制作（企画、コンセプトを考える）

3 映像制作（絵コンテづくり・撮影準備）

4 映像制作（撮影）① 

5 映像制作（撮影）② 

6 映像制作（編集）

7 映像制作（編集〜完成）

8 映像制作（チーム編成をし、作りたいものを決める）

9 映像制作（企画、コンセプトを考える）

10 映像制作（絵コンテづくり・撮影準備）

11 映像制作（撮影）

12 映像制作（編集）

13 映像制作（編集〜完成）
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2025年度 授業計画ÿ·ラð¹Ā ÷¶イン科/20 

授業科目名 ÷ッµン(選択授業Ā) 

専門 対象学年 2,3年生 

演習 開講時期 通年 

選択必修 単位/時間 4 単位 104 時間 

担 当 教 員 

永石浩幸 

ÿß務経験内容Ā 

WEB÷¶イナー1イラ¹øüーター1作家としての経験の下指導を行う 

ÿ授業の内容と到達目標Ā 

÷ッµン力の¹キûアップを目指し1よりîの高い÷ッµン練習に取り組む2 

成績評価の 

方法・基準 
出席ÿ30%Ā1提出課題(50%)1平常点ÿ20%Ā 

使 用 教 材 画用紙1Bāñネû1クýッキー1鉛筆1練り´ム

回数 内 容 回数 内 容 

1,2 ÷ッµン¹ケ¸ューû説明 27,28 石膏像ÿ÷ッµン 

3,4 材î÷ッµン 29,30 石膏像ÿ÷ッµン 

5,6 材î÷ッµン 31,32 石膏像ÿ÷ッµン 

7,8 材î÷ッµン 33,34 石膏像ÿ÷ッµン 講評 

9,10 材î÷ッµン 講評 35,36 石膏像Ā÷ッµン 

11,12 人物÷ッµン 37,38 石膏像Ā÷ッµン 

13,14 人物÷ッµン 39,40 石膏像Ā÷ッµン 

15,16 人物÷ッµン 41,42 石膏像Ā÷ッµン 講評 

17,18 人物÷ッµン 講評 43,44 石膏像ā÷ッµン 

19,20 建物÷ッµン 45,46 石膏像ā÷ッµン 

21,22 建物÷ッµン 47,48 石膏像ā÷ッµン 

23,24 建物÷ッµン 49,50 石膏像ā÷ッµン 

25,26 建物÷ッµン 講評 51,52 石膏像ā÷ッµン 講評 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバスĀ ÷¶イン科/D21 

授業科目名 制作 

専門 対象学年 Ā 

講義 開講時期 前期 

必修 単位/時間 1 単位 26 時間 

担当教員

永石 浩幸 

ÿ実務経験内容Ā 

WEB ÷¶イナー、イùスøレーター、作家xしての経験の下指導を行う 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

学園祭や赤塚展{展示する作品の制作を行う 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ５ÿ％Ā、出席ÿĂÿ％Ā、平常点ÿāÿ％Ā 

使用教材 画材zy 

回 数 内  容 

1 前期オúエンöー·ョン 

2 作品のöーマ決め 

3 作品制作 

4 作品制作 

5 作品制作 

6 作品制作 

7 作品制作 

8 作品制作 

9 展示の計画ÿ係決めや搬入出の計画zyĀ 

10 展示の準備 

11 展示の準備 

12 展示の準備 

13 作品講評 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバスĀ ÷¶イン科/D21 

授業科目名 制作 

専門 対象学年 Ā 

講義 開講時期 後期 

必修 単位/時間 1 単位 26 時間 

担当教員

比良 zつみ 

ÿ実務経験内容Ā 

障害者o援施設 美Û÷¶インg導員ÿ９年Ā 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

学園祭や赤塚展{展示する作品の制作を行う 

成績評価の 

方法・基準 
提û課題ÿ５ÿ％Ā、û席ÿĂÿ％Ā、平常点ÿāÿ％Ā 

使用教材 画材zy 

回 数 内  容 

1 前期オúエンöー·ョン 

2 作品のöーマ決め 

3 作品制作 

4 作品制作 

5 作品制作 

6 作品制作 

7 作品制作 

8 作品制作 

9 展示の計画ÿ係決めや搬入ûの計画zyĀ 

10 展示の準備 

11 展示の準備 

12 展示の準備 

13 作品講評 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā ÷¶´ン科/D22 

授業科目名 ポーøフ¹úº制作 

共通 対象学年 2 年 

演習 開講時期 通年 

必修 単位/時間 2 単位 52 時間 

担当教員

大久保 真一ÿ実務経験ありĀ 

ÿ実務経験内容Ā 

Àùフ³ッ¿÷¶´ナーとしての活動経験を²と{指導を行う2 

ÿ授業の内容と到達目標Ā 

就職{向けてのポーøフ¹úº作成 

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ５０％Ā1出席ÿĀ０％Ā1平常点ÿÿ０％Ā 

使用教材 zし 

回 数 内  容 

1 ポーøフ¹úº{ついて 

2~5 ポーøフ¹úºの作り方 

6~9 ポーøフ¹úºコンセプø決± 

10~12 各自作品選定 

13~14 ペー¸ネー·ョン 

15〜16 ùフ÷¶´ン

17~18 ùフ÷¶´ン

19~20 ÷¶´ン 

21~22 ÷¶´ン 

23 修正作業 

24 印刷〜製本 

25 印刷〜製本 

26 印刷〜製本 



2025年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā デ¶イン科/D23 

授業科目名 就職対策 

共通 対象学年 ３年生 

講義 開講時期 通年 

必修 単位/時間 2 単位 52 時間 

担 当 教 員 

比良 zつみ 

ÿ実務経験内容Ā 

障害者o援施設 美Ûデ¶インg導員ÿ９年Ā 

ÿ授業の内容と到達目標Ā 

就職を目標{知識を身{付ける2 

成績評価の 

方法・基準 
û席ÿ30%Ā1提û課題(50%)1平常点ÿ20%Ā 

使 用 教 材 zし 

回数 内 容 回数 内 容 

1 就職対策¹ケ¸ュール確認 履歴書作成 14 就活状況チェック 自己分析 面接練習 

2 履歴書作成 15 就活状況チェック 自己分析 面接練習 

3 履歴書作成 16 就活状況チェック 自己分析 面接練習 

4 企業研究 個人面談 17 就活状況チェック 自己分析 面接練習 

5 企業研究 個人面談 18 就活状況チェック 自己分析 面接練習 

6 就活状況チェック 自己分析 面接練習 19 就活状況チェック 自己分析 面接練習 

7 就活状況チェック 自己分析 面接練習 20 就活状況チェック 自己分析 面接練習 

8 就活状況チェック 自己分析 面接練習 21 就活状況チェック 自己分析 面接練習 

9 就活状況チェック 自己分析 面接練習 22 就活状況チェック 自己分析 面接練習 

10 就活状況チェック 自己分析 面接練習 23 就活状況チェック 自己分析 面接練習 

11 就活状況チェック 自己分析 面接練習 24 就活状況チェック 自己分析 面接練習 

12 就活状況チェック 自己分析 面接練習 25 就活状況チェック 自己分析 面接練習 

13 就活状況チェック 自己分析 面接練習 26 就活状況チェック 自己分析 面接練習 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバスĀ ÷¶イン科/D24 

授業科目名 ホームûーム
共通 対象学年 Ā 

講義 開講時期 通年 

選択 単位/時間 1 単位 26 時間 

担当教員

比良 zつみ 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿ授業の内容xr達目標Ā 

¿ùス内wのÀûープワー¿を中心{行い1ñームwの動き方{ついv考える2

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ５ÿ％Ā1出席ÿĂÿ％Ā1平常点ÿāÿ％Ā 

使用教材 zし 

回 数 内  容 

1 前期オúエンöー·ョン 

2 ¿ùス内wのÀûープワー¿

3~6 ¿ùス内wのÀûープワー¿

7~10 ¿ùス内wのÀûープワー¿

10〜12 ¿ùス内wのÀûープワー¿

13 前期総括 

14 後期オúエンöー·ョン 

15~16 ¿ùス内wのÀûープワー¿

17〜18 ¿ùス内wのÀûープワー¿

19~21 ¿ùス内wのÀûープワー¿

22~23 ¿ùス内wのÀûープワー¿

24~25 ¿ùス内wのÀûープワー¿

26 後期総括 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバスĀ ÷¶イン科/D24 

授業科目名 ホームûーム
共通 対象学年 ā 

講義 開講時期 通年 

必修 単位/時間 1 単位 26 時間 

担当教員

大久保 真一 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿ授業の内容xr達目標Ā 

¿ùス内wのÀûープワー¿を中心{行い1ñームwの動き方{ついv考える2

成績評価の 

方法・基準 
提出課題ÿ５ÿ％Ā1出席ÿĂÿ％Ā1平常点ÿāÿ％Ā 

使用教材 zし 

回 数 内  容 

1 前期オúエンöー·ョン 

2 ¿ùス内wのÀûープワー¿

3~6 ¿ùス内wのÀûープワー¿

7~10 ¿ùス内wのÀûープワー¿

10〜12 ¿ùス内wのÀûープワー¿

13 前期総括 

14 後期オúエンöー·ョン 

15~16 ¿ùス内wのÀûープワー¿

17〜18 ¿ùス内wのÀûープワー¿

19~21 ¿ùス内wのÀûープワー¿

22~23 ¿ùス内wのÀûープワー¿

24~25 ¿ùス内wのÀûープワー¿

26 後期総括 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバスĀ ÷¶イン科/D24 

授業科目名 ホームûーム
共通 対象学年 3 年生 

講義 開講時期 通年 

必修 単位/時間 Ā単位 26 時間 

担 当 教 員 

永石 浩幸 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿ授業の内容xr達目標Ā 

¿ùス内wのÀûープワー¿を中心{行い1ñームwの動き方やúーð·ップ力を深める2

成績評価の 

方法・基準 
出席ÿ30%Ā1提出課題(50%)1平常点ÿ20%Ā 

使 用 教 材 PC1画材等 

回数 内  容 回数 内  容 

1 前期オúエンöー·ョン 14 後期オúエンöー·ョン 

2 ¿ùス内wのÀûープワー¿   15 ¿ùス内wのÀûープワー¿

3 ¿ùス内wのÀûープワー¿   16 ¿ùス内wのÀûープワー¿

4 ¿ùス内wのÀûープワー¿   17 ¿ùス内wのÀûープワー¿

5 ¿ùス内wのÀûープワー¿   18 ¿ùス内wのÀûープワー¿

6 ¿ùス内wのÀûープワー¿   19 ¿ùス内wのÀûープワー¿

7 ¿ùス内wのÀûープワー¿   20 ¿ùス内wのÀûープワー¿

8 ¿ùス内wのÀûープワー¿   21 ¿ùス内wのÀûープワー¿

9 ¿ùス内wのÀûープワー¿   22 ¿ùス内wのÀûープワー¿

10 ¿ùス内wのÀûープワー¿   23 ¿ùス内wのÀûープワー¿

11 ¿ùス内wのÀûープワー¿   24 ¿ùス内wのÀûープワー¿

12 ¿ùス内wのÀûープワー¿   25 ¿ùス内wのÀûープワー¿

13 前期}括   26 後期}括 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā ÷¶イン科/D25 

授業科目名 修了制作 

共通 対象学年 Ā 

演習 開講時期 �年 

必修 単位/時間 4 単位 104 時間 

担当教員

比良 zつみ 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

修了作品の制作を行い1赤Z展{て展示を行う2 

成績ß価の 

方法û基準 
提出課題ÿ５ÿ％Ā1出席ÿĂÿ％Ā1平常点ÿāÿ％Ā 

使用教材 画材zy 

回 数 内  容 

1 オú¸ンöー·ョン

2〜5 作品のöーþ決め 

6〜10 修了作品制作 

11〜13 修了作品制作 

14〜20 修了作品制作 

21〜26 修了作品制作 

27 修了作品制作 

28〜32 修了作品制作 

33〜35 修了作品制作 

36〜39 修了作品制作 

40〜43 展示計画 

44〜47 展示計画 

48〜52 作品講ß 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā ÷¶イン科/D25 

授業科目名 修了制作 

共� 対象学年 2 年 

演習 開講時期 �年 

必修 単位/時間 2 単位 78 時間 

担当教員

大久保 真一 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

赤Z展へ向けての作品制作 

成績ß価の 

方法û基準 
提出課題ÿ５ÿ％Ā1出席ÿĂÿ％Ā1平常点ÿāÿ％Ā 

使用教材 zし 

回 数 内  容 

1 赤Z展{ついて 

2~8 赤Z展öーþ決め 

9~12 赤Z展{必要zôーû決め 

13~16 赤Z展ý¹ター÷¶イン 

16~20 赤Z展ý¹ター÷¶イン 

20~24 赤Z展úーフüóø÷¶イン 

25~28 赤Z展úーフüóø÷¶イン 

29~32 赤Z展作品制作 

33~35 赤Z展作品制作 

36 赤Z展作品制作 

37 途中経過発è 

38 赤Z展作品制作 

39 赤Z展作品制作 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバ¹Ā ÷¶イン科/D25 

授業科目名 卒業制作 

専門 対象学年 3 年生 

演習 開講時期 �年 

必修 単位/時間 4 単位 104 時間 

担 当 教 員 

永石 浩幸 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

ā月開催予定の赤Z展{向けて卒業制作を行い1集大成xzる作品を展示する2 

成績ß価の 

方法û基準 
出席ÿ30%Ā1提出課題(50%)1平常点ÿ20%Ā 

使 用 教 材 PC1画材等 

回数 内  容 回数 内  容 

1,2 卒業制作¹ケ¸ューû確認 27,28 卒業制作 

3,4 卒業制作ÿöーþ1コン»プøを決める   29,30 卒業制作 

5,6 卒業制作   31,32 卒業制作 

7,8 卒業制作   33,34 卒業制作 

9,10 卒業制作   35,36 卒業制作 状況チ·óク 

11,12 卒業制作   37,38 卒業制作 

13,14 卒業制作 状況チ·óク   39,40 卒業制作 

15,16 卒業制作   41,42 卒業制作 

17,18 卒業制作   43,44 卒業制作 

19,20 卒業制作   45,46 卒業制作 状況チ·óク 

21,22 卒業制作   47,48 卒業制作 

23,24 進捗状況プü¼ン 講ß   49,50 卒業制作 

25,26 卒業制作   51,52 卒業作品 審査û講ß 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā ÷¶´ン科/D26 

授業科目名 芸ÛÕÞ／課題制作 

共通 対í学年 2年生 

演習 開講時期 �年 

必修 単位/時� 3 単位 78 時� 

担 当 教 員 

大久保 真一 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

学園祭1赤Z展に向qvの P R方法を考案し1準備や設営1P R活動に触¼1þー±ö³ン°の経験を深め

»2また芸Û作品や作家xのコÿュニ±ー·ョンを深め1作品制作の意欲に繋r»2 

成績評価の 

方法・基準 
û席ÿ30%Ā1提û課題(50%)1平常点ÿ20%Ā 

使 用 教 材 PC1画材等 

回数 内 容 回数 内 容 

1 学園祭まwの¹±¸ューû確認 PR方法ÿーö³ン° 20 赤Z展まwの¹±¸ューû確認 PR方法ÿーö³ン° 

2 学園祭の PR方法ÿーö³ン°   21 赤Z展の PR方法ÿーö³ン°1ビ¸ュ²û作成 

3 芸ÛÕÞ üýーø作成  22 芸ÛÕÞ üýーø作成 

4,5 PR活動企画ÿーö³ン°1設営準備  23,24 PR活動企画ÿーö³ン°1設営準備 

6,7 PR活動企画ÿーö³ン°1設営準備  25,26 PR活動企画ÿーö³ン°1設営準備 

8,9 PR活動企画ÿーö³ン°1設営準備  27,28 PR活動企画ÿーö³ン°1設営準備 

10 PR企画案プüゼン 講評  29 PR企画案プüゼン 講評 

11 学園祭まwの¹±¸ューû確認 PR活動    30 赤Z展まwの¹±¸ューû確認 PR活動 

12 芸ÛÕÞ üýーø作成  31 芸ÛÕÞ üýーø作成 

13,14 PR活動 設営準備    32,33 PR活動 設営準備 

15,16 PR活動 設営準備    34,35 PR活動 設営準備 

17,18 PR活動 設営準備   36,37 PR活動 設営準備 

19 学園祭設営ÿーö³ン° 設営準備    38,39 赤Z展作品搬入ÿーö³ン° 設営準備 



2025 年度 授業計画ÿ·ラバ¹Ā ÷¶´ン科/D26 

授業科目名 芸ÛÕÞ／課題制作 

共通 対í学年 3年生 

演習 開講時期 �年 

選択必修 単位/時� 6 単位 156 時� 

担 当 教 員 

永石 浩幸 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

学園祭1赤Z展に向qvの P R方法を考案し1準備や設営1P R活動に触¼1þー±ö³ン°の経験を深め

»2また芸Û作品や作家xのコÿュニ±ー·ョンを深め1作品制作の意欲に繋r»2 

成績評価の 

方法・基準 
û席ÿ30%Ā1提û課題(50%)1平常点ÿ20%Ā 

使 用 教 材 PC1画材等 

回数 内  容 回数 内  容 

1,2,3 学園祭まwの¹±¸ューû確認 PR方法ÿーö³ン° 40,41,42 赤Z展まwの¹±¸ューû確認 PR方法ÿーö³ン° 

4,5,6 学園祭の PR方法ÿーö³ン°1ビ¸ュ²û作成    43,44,45 赤Z展の PR方法ÿーö³ン°1ビ¸ュ²û作成 

7,8,9 芸ÛÕÞ üýーø作成     46,47,48 芸ÛÕÞ üýーø作成 

10,11,12 PRビ¸ュ²û作成1設営準備    49,50,51 PRビ¸ュ²û作成1設営準備 

13,14,15 PRビ¸ュ²û作成1設営準備    52,53,54 PRビ¸ュ²û作成1設営準備 

16,17,18 PRビ¸ュ²û作成1設営準備    55,56,57 PRビ¸ュ²û作成1設営準備 

19,20,21 PRビ¸ュ²û 講評    58,59,60 PRビ¸ュ²û 講評 

22,23,24 学園祭まwの¹±¸ューû確認 PR活動    61,62,63 赤Z展まwの¹±¸ューû確認 PR活動 

25,26,27 芸ÛÕÞ üýーø作成    64,65,66 芸ÛÕÞ üýーø作成 

28,29,30 PR活動 設営準備    67,68,69 PR活動 設営準備 

31,32,33 PR活動 設営準備    70,71,72 PR活動 設営準備 

34,35,36 PR活動 設営準備    73,74,75 PR活動 設営準備 

37,38,39 学園祭設営ÿーö³ン° 設営準備    76,77,78 赤Z展作品搬入ÿーö³ン° 設営準備 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバスĀ ÷¶イン科/D27 

授業科目名 特別演習 

共通 対象学年 2年生 

演習 開講時期 通年 

必修 単O/時間 1 単O 26 時間 

担 当 教 員 

大久保 真一 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

OBの講話や企業{らのß頼を受けつけ1÷¶インを考案するzy産学連携を行いz|ら1仕事への意識を深

める2 

成績評価の 

方法・基準 
出席ÿ30%Ā1提出課題(50%)1平常点ÿ20%Ā 

使 用 教 材 PC1画材等 

回数 内 容 回数 内 容 

1 前期オúエンöー·ョン 14 後期オúエンöー·ョン 

2 企業課題制作   15 企業課題制作 

3 企業課題制作   16 企業課題制作 

4 企業課題制作   17 企業課題制作 

5 企業課題制作 講評   18 企業課題制作 講評 

6 OB講話   19 OB講話 

7 企業課題制作   20 企業課題制作 

8 企業課題制作   21 企業課題制作 

9 企業課題制作   22 企業課題制作 

10 企業課題制作   23 企業課題制作 

11
企業課題制作

  24
企業課題制作

12
企業課題制作

  25
企業課題制作

13 企業課題制作 講評   26 企業課題制作 講評 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバスĀ ÷¶イン科/D27 

授業科目名 特別演習 

共通 対象学年 3年生 

演習 開講時期 通年 

必修 単O/時間 3 単O 78 時間 

担 当 教 員 

永石 浩幸 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

OBの講話や企業{らのß頼を受けつけ1÷¶インを考案するzy産学連携を行いz|ら1仕事への意識を深

める2 

成績評価の 

方法・基準 
出席ÿ30%Ā1提出課題(50%)1平常点ÿ20%Ā 

使 用 教 材 PC1画材等 

回数 内  容 回数 内  容 

1 前期オúエンöー·ョン 20 後期オúエンöー·ョン 

2 企業課題制作   21 企業課題制作 

3 企業課題制作   22 企業課題制作 

4 企業課題制作   23 企業課題制作 講評 

5 企業課題制作 講評   24 OB講話 

6 OB講話   25,26 企業課題制作 

7,8 企業課題制作   27,28 企業課題制作 

9,10 企業課題制作   29,30 企業課題制作 

11,12 企業課題制作   31,32 企業課題制作 

13,14 企業課題制作   33,34 企業課題制作 

15,16
企業課題制作

  35,36
企業課題制作

17,18
企業課題制作

  37,38
企業課題制作

19 企業課題制作 講評   39 企業課題制作 講評 



2025 年度 授業計画ÿ·ùバスĀ デ¶イン科/D28 

授業科目名 インターン·ップ

共通 対象学年 2 年 

演習 開講時期 通年 

必修 単位/時間 5 単位 150 時間 

担当教員

大久保 真一 

ÿ実務経験内容Ā 

ÿ授業の内容x到達目標Ā 

企業wの就業体験を通xデ¶インの学びを深化させる機会を得る2 

また1就職活動への意識を高め1自身のキャúアデ¶インについv考える機会xyる2 

成績評価の 

方法・基準 
インターン先による評価ÿ５０％Ā1インターン終了後の報告会ÿ5０％Ā

使用教材

回数 内  容 回数 内  容 

1 インターン·ップ 1回目 14 インターン·ップ 14 回目

2 インターン·ップ 2回目 15 インターン·ップ 15 回目

3 インターン·ップ 3回目 16 インターン·ップ 16 回目

4 インターン·ップ 4回目 17 インターン·ップ 17 回目

5 インターン·ップ 5回目 18 インターン·ップ 18 回目

6 インターン·ップ 6回目 19 インターン·ップ 19 回目

7 インターン·ップ 7回目 20 インターン·ップ 20 回目

8 インターン·ップ 8回目 21 インターン·ップ 21 回目

9 インターン·ップ 9回目 22 インターン·ップ 22 回目

10 インターン·ップ 10 回目 23 インターン·ップ 23 回目

11 インターン·ップ 11 回目 24 インターン·ップ 24 回目

12 インターン·ップ 12 回目 25 インターン·ップ 25 回目

13 インターン·ップ 13 回目


